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1はじめに

新しいアイディアは経済を牽引する_繕折理論や統計的実証研究が明らかにしているよ

うに.イノベーションは長期的経済成長の主要な源鬼である1.

イノベーションを導く研邪開発岬他∋al'chtinCIDwell-pment:R&:7))に対するインセ

ンティブシステムには.一般的に次の2つの制度が考えられる.それは特許制度(pa細山

耶teuりと報奨金制度[rew.脚Isysft叫である.

特許制鹿とは.イノベーションを実現した主体に帥勺財産権を-*?溝.そのイノベーショ

ン4:Mlいた新刊Itt:i'tせ拙l'lI'J'-jにI.:;・..1'Iること7J';で<.*-そSftfl:<L'-i、蝣i'蝣;寸そ:.;i:!iaである-JJにり.

拙Illによる;蝣,!'!・三iii'hl:TJさかえに肝だI":矧_llセンril蝣<」-';蝣太るiスw、か⇒H:,'¥.'li'Jli

てある.こu)ようtit!rr.'l・:蝣<&>fリ.～-シ:1ンkitaナる1・J.'JT一については.%くり牡川蝣蝣ire

が存在L.現在では莞展途上国における特許制臆のあり方についてまでも研究が進んでい

sy

-ire.ォ&!fol:']"4."i:ilJ:.<ノベ・シ三lン*?A二FllL!・-ト・.f*!^恥W4号をIj・え<-!代わりに.

そo)イノベーションをパブリ.I/ケドメイン(publicdomain)として公有化するシステム

である.つまり.独占による厚生損失を回避しつつ.研究閥矧こインセンティブを与える

システムが報奨金制度である.ただし.こ0)'A対艦では.政府があらかじめ報奨金鱗を設定

し,アナウンスする必要がある.こ0)ような報奨金制畦は.新頚開発現喝などの製薬企業

の組織内では既に確立されているものの.政府が主噂する報焚金制畦についての研究は少

数にとどまっている.Sliavellと山dYIIerselc(If)弧200日では.イノベーションを開いた

新製品の詣要についての情報に.研究開発企業と政府の間に情報の非対称性が存在すると

いうモデルの下で.特許制度と報資金制度の社会的効率性ついて分析をおこなっている.

また.緯藤(2onrりでは,Sl抱veilamiYper畠ォte(川口即が取り扱った情報構造に加lえ.企

浩か`"xm,1,軸帖Iffcfllう寸><yき*M.":fAftfcかコストをかけT粁nI品t/j;;,油について<A>tl-i
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i<をj＼するといったIfW撫育こm-'iを:Tんた蝣fell比純をおこい.I.'it州!J.!iJの糾点からよ

り-軌1t七^;mせ'f->ている.こU'~jf)'fこfrfi-^ii.;id'i:多くiO|i:か脚目しているtt..W

度は.報奨金制度よりも社会的に望ましい制度とは限らないことを示している.

ただし.これらの光子:f研究は.一階的なイノベーションを想定しており.そのイノベー

ションを用いた新製品の市場供給が.新たな現場劣化や損害を引き起こす可能性を考慮し

ていない.つまり.企業が潜在的に大きな痛雪組榛をもつアイディアを持たとしても.そ

のアイディアの眉堵貯滞特性について研究開発段階で考慮するかどうかが.イノベーショ

ン(製品化.1が実朝したときuj祉会的幼率性や祉会坪生に大きな影響を与える可能性があ

る.とりわけTこのような問題は.イノベーションを用いた新製品に対して滑在的に巨大

な窮境jJをもつ理屈途上国において.今後多聾すると考えられる.また.こ0:はうな問題

に対して.革なる製品化というイノベーションよりも.職場配慮型の製品化という職場イ

ノベーションを導くためのインセンティブデザインのあり方を紐清和論的に明らかにして

おくことは,国際瑚堵協力学の理論的基礎を制畦設計の観点からl封めていく上で非常に有

意義だと考えられる.

そこで本稿では.イノベーションにおける企業の現職行動の観点から.Shovellautl

Yper馳It-(2001)で用いられているモデルを拡張・展開し.特許制度と報奨金制度の社会

的執率性について検討をffう.とりわけ本稿では,企葉か得るアイディアに確率的な環境

形背特性が存在する状況を想定し.企業が直面する研究閑雅授矧悶題を次のように設定し

て,いる.モ柑ま.アイティア^WiiV;;チ?tttl.」W-i寸に烈蝣'I-fヒするilfrttfflf'ft:!朋だと.チ

o)iq填拒門川T」轄蝣ALl肘i,lt-rるときにl¥;l;iこするIft跳i`だIIIWw.r亡のと^-:>/j-^-iiH,!上した

上で.それにどれほどの柁韓を行うか.という2次元の遠柑題である・1.

本稿の以下の構成は次のM>)である.まず第2節において.モデルの枠組みと讃定を説

明する.次に第.'事節において#折o)ベンチマークとなるフア-ストベストを明らかに

する.そして第-1節において,特許制増のもとでの企業の研究開発行動について分析を

frう.またmr>mにおいて.鯛班会制畦のもとでのlt_窯IOflpfe聞liEii勅について'JI折を

行う_さらに弟li師において.社会的に望ましい制度選択について明らかにし.政策的含

意を埠山する.原種に筒7肝において.本綿で得た結論と今後の諸種についてまとめを

行う_

2　モデル

ShaveH孔Iid Ypersel叫20叫にしたがって.潜在的なイノベーターである代轟的企業

と政府から構成されるモデルを想定する.ただしここで,企業とd3(府はリスクItj胡勺な主

体であるとする.

箭u ELに.政府が期待社会厚Iflを巌大化するように.イノベーションに関する制度.つ

まり特許制度か報奨金I!;':麿かを道弓祝し公表する.なお.報奨金制度を選択する場合には.
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ll.:I.IにそSjli:v.M;主食*蝣;も'1ミムする.ここで.ォ肘ン.)||i:'Jl耶丈てあるJM闘l二王でi'J'l-蝣Hll砲は.∫

ノベーションを拝JL、て/f.座される新製品の市場取引による期待社会的余剰から,イノベー

ションを実現させるための研究開発投資額を毒し引いたもo:)として定義される.

第1円に.<tへ-シilン!二l糾~るrrr,をfyたjlミ*,>糾"曙mi*蝣*/?,

せ行う.ここてtilミZirUた;tデイ:一''J)i・ti-kiii;.?鞘i.川三-S'lミすI、--7丈-I)であ

h.Xifilに・様小蝣'・i-<rる真t-'i増も'tである.さらにここて.lf芸蝣<サi'i¥*iコ1ト

はそOiflLft'lく畔L・に*SLいもu)とする.柑nJJくォOIA-はイノベーションIOJiitJJ]L献率を

決定する_ただし研究聞確を行うにあたって.企業には次のような.2つの選択肢が

よると-J-ら.それは.辿うWftlにHさとr;i蝿肝1モiaiォてあ;J>!.J重wmtw距に*.・ける

ヰ'tmくvy:(蝣はMV.f<ノへ-シ三】ンc;ijJc-tJji=iV:奉ミ/サJIをiJSirする.ここで/)!/.'!は.

I亘k)∈[0.年v"(.可くl)く〆榊.州-り-・Ⅹり小り-0,li止Ifc-て1,両-1を満たすもの

とする.ただし通常イノベーションを用いた新製品の生産過程では.I*位あたり(:の環

境損害を引き起こすとする.一方で.環境研究間男における投資水準んは.環境イノペー

シ二rンに・心J.iiも:串i/iiA-)をLJさする.ここでI.・は.辿'fiifil「tiW一肘こ対するttiKiii'P相即E

uj相対的な閑雅性を'Jiすパラメータであり.n・∈ft).1)を満たす定数である.ただし環境

イノベーションを用いた新製品のlL産過程では,全く環境抱害を引き起こさないとする.

また.企業が得たアイディアの環境影轡特性パラメータCと.企業の研究開発における遷

∫.、,一つま蝣')¥¥上¥W.こ'I1-*-およz>拙了i?fti^U!:ォA・,Lこ'1上SfuraisitfかwSSWについては.itW-f!土観

察不可能であるとするn'.

かくして.窮2日に,拒業がid常研究開発に授重ん・をおこなったときには.確率p(り

で通常イ/ぺ-ションが実現し.また.環境研究開矧こ投機舟をおこなったときには.催

率ォp(fr)で環境イノベーションが実現する.

第..1日に.企業は実現したイノベーションを政府に届け出て.制度に応じたJju理を受け

る.このとき.ようやく政府は.報告されたイノベーションが,娼珊イノベーションか環

境イノベーションであるかについて知ることができる.ざらに企業はイノベーションを用

いた新製品q)t産とL供給を行う_また,単純化のためにイノベーションを用いた新製品の

EWI-rfflWii-Unたとす'j.こJ)糾W.'iiにt・:寸るJ&A.-1IS関村よ.一・''I'llI)と-hn;の-.*;蝣ォ

岨抱を示す定数パラメ一%t>Qに対して,d(q.t)…トqで与えられる・また.新製品

o)i¥:判rfi二t.蝣<ノ.'(-シコンb->JStfi#叩‡'ft!!二ついてIM/--jJI!?'-1;する.これは,叫ォ!品

叫削Iftti.新%L品を職人することによってIl'f措的に抑害を栂ることは決してないと+nlOL

しているからである.

本和Lw)モデルは図1のようなゲームツリーで表される.また.本稿で用いる均衡概念

はTこのゲームを後ろ向き帰納法(backwardindueTion)を用いて解いた部分ゲーム完全

均衡〔mbgamfN恥Iiequilibrium)である.

,-:-'
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図1ゲームツり-

3　ベンチマーク:ファーストペスト

本肝では.穐oy,mに'ki¥->て.再研賀欄柑こおけるファーストへスト(tl:会的ムミilV:解)

を求めておく.

3.1通常研究開発

過常研究開発のケースから考える.任意o}fについて.娼筒イノベーションを剛,、た断

r21品oi Jv-:).トペスト・り;i--*-:ii-」<、"inとLJ-る.

図2　通常研究開発U)プア-ストペスト

企業が得たアイディアの環境影狩特性がpくFだとすると. <ln (r)は叫tfサ, n≡

*-」サ{可-f・を満たすはずである,つまり,このとき

</r佃-t-e (II

であ乱-九F≧Iだとすると　4月(>>は軸FHi叫1・)≡ト9サ�"脚≦Eを満たすは
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^m崇KEIH　醸SEE

牀訂　-o (2)

である.よって.任意のL至について.通常イノベーションが実現したときの社会的余剰は

--f

./it--<¥th,-学芸:;;*)

となる.

した;>-.->て.こ即とき.也VKfilf:先ifl発に*sはるyv-xトベてトconm/kq'u'"は

p(k)sごB何-たし4)

を良人化する・つまりU-'BNitは次の・2つの式を満たす・

I'^K""-I=Uif<<:i.l-ri|

k-0ife≧と・岬)

ここで,あるこ>0についてI小ユニーよ丁を崩大化する丸.をk(~)で表すことにすると.えT(こ)

はEの剛l欄敬でありi.l-TSは

・,1ts-si.一-))-..誓)鵠m

と苫ける.

以上より.任意0)vについて.適用研笥開発を行うときのファーストペストの期待社会

I-JJl三は

I轄当cJ-p間Lq£1f7回)KVトk(s岩mB/捕

-vH甥)票-嘩)鵠(8)

となる_

3,2環瓔研究開発

次に喝墳研究開発ujケースを考える.環境イノベーションが実現すると.企業が得たア

イティ7"JiI%上*1・'・.''.三判さ・i*.-<・」・蝣!.'蝣ロ!.:.Tu;:ii;;々てさ~J.そt蝣・)-i'ノへ-シ.llンをIllいた削判(III

o)'7-r--Aト・スト(?i'l."i':ill'*'//;'FUと寸札

こQjときorは.*{<」サ,り=トォ�"-Oを満たすはずである・つまり

ォr-< 9

,-/i
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図:3　瑚堤榊究Plq党のフy-ストペスト

である.よって,任意のfI・について.環騰イノベーションが実現したときの社会的余剰は

4打-j:吉=F寸<%.t)lf(J-筈(岬

甥%<m

したか・一て・こIL)とさtV^W堀SJf至にfcs*る-J-.---Kトへ-^卜叫蝣It′JI州人.1l>
・Iは

叫榊ち£・ti-k(U)

を覇大化する.つまり臼は次のようにinナる・

・--二十手‥--・・

以Lより.任意q)Fについて,現場研我開発を行うときujファーストへストの期待社会

vW.は

vI',;1 - - a;/(fc{ォォrB)K* - H<輔β)

-p[k等))等-k等)
となる.

3.3　ファーストペストの研究開発選択

岬ISEA-;:.'OVi'-?.ミより　ぺせ了　る.

軸小(3))ユー*(*)]
∂ユ -K*(軸十豊腑亜-1]-p…>().

‖:il

LI‖

つまり. p(K軸吉-Hz)は苫>日に対して酎調増加である・このとき.各研究開発にお

けるファーストペストの期待祉剖撃生脚と(13)を比較することで.次の関係を得る.

・鼎可呈w.-F8 -言上玉堂
*'*"(*)くwr

if eく上　　　(15)

if e≧　　　　　16
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関係式(15)と(16)から.図4が描ける.これらより. 77'-ストペストの研究開発選択

について.次の含蕊を得る.それは. fl丑0),に対して. fIがlに近づくほど.つまり環

境研究開発がiEB常研究開発と同程度に容易になるほど.環境研究開発を選択することが望

ましいということである.また.任意のllに対して.企業が得るアイディアの環境彩管特

性f--が大きいほど,環境研究開発を選択することが望ましいことも明らかである.

4分析:特許制度

特許制度のもとでは.企業は研究開発に成功すれば.そのイノベーションをJ削、た新型

tiを独-ijfiVに供給できる.

4.1通常研究開発

も,ILHJ)屯とて..ut;ill'ノベ-シコンをJ:lいた間Jillの姓'.・flisftttをf/;.-・そU)ときuJ

独Wl潤を汀〟とする・こOjtき1?まhi
in瑚声+舶'蝣t)--<tf+トq黒′訓

を網たすはずである.つまり

ォ2'-5

となる.こU)とき独占利洵は
ド

汀11-4

である.また,こOlときび)消出老余剰と絶域境損碧は.それぞれ

fL'

r・.ヾ:.i ∴・
tx一

項　o

117

3m

77



∴ヾ
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Ik Vf'fl,,, /

川.=1 午.tl湘w望トにおけるiiSttf茸輔】附き

したがって.あるpのもとで.通常イノベーションが実現したときの社会的余剰は

:i/-　u

Ji;;'.,:-÷一号

となる.ここで. mと坤)から次式を得る.

・、iw..'・!.<"n-s forttll　　　亘

(21]

(22)

ただしここで　tf-Wik一一′:すyt/>:ま　蝣= '0心!,rにVii'hれ35.

1・jf.虎業は.通常イノベーションによってもたらされるLR会的余剰C(0ではなく.

;二巳ll判w -.. -e轄&してtiJF*相.":了」0)f'zft4くw&nミ<Ji 'う~る. -蝣>」 *). .1†丈は:'Jこ八を1'l主Kif-y

るようにL・を決定する.

MfcJJTn - A:.

」->'」. il、YjIはI蝣}¥!>W日.1.-　¥を避脱する.このとき. :加>*fTjW.Jる.

'2< [ト司2
T III　　-　　　　　　⊥

-可.一義]
またここて. ・ L Io.;;てあること/>蝣サ蝣}. :'K二m'.ii%).

-ifv,'ヾI-It,r¥　　*l-ォ)≒H II'.,りL

したがって. (22), (24)および脚)から次の榔題を得る,

(23

(2・il

(25)

輔題1特許制鹿のもとで通常研究開発が行われるとする,このとき企業が得たアイディ

アの環境影替特性が

n
田

L
1

_
~
H
Hくrく‖

、」叫
二伸

ならば.過小な社会的余剰と.過小投資が実現する.

ならば.過小な社会的余剰と.最適授業が実現する.
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(iii中-去ト=<圭ならば・過小拙翻余剰と・過大投資が実現するL
(iv)亡-圭ならば.最適な社会的余剰と.過大投資が実現する・

(V)圭< 6 <百な引ま・過小な社会的余剰と.過大投資が実現する・

したがって.特許制産のもとで通常研究開発が行われる場合には.ファーストペストは達

成できない.

4.2　環境研究開発

あろ　o>tとて　hAK三{ノベーシ:・!ンをIhいた的さm.Vj!!リミ蝣mf.r-W:./一告そU)ときの

独占欄を訂Uとする・このとき<fよ</"翠+d(q".。ニーS+/-<-O
を満たすはずである.つまり

・・><り

J.i¥

,0

となる.こ0.)とき独'.蝣f'l潤は

となり,通常イ/ぺ-シヨンが実現したケースと同水準となる.また.このときの消色普

余剰と桔JS蛸fll'.I.tは.それぞれ

・M一芸・

I'ff -I)

蝣蝣!, '-

囲fi　特許制度下における環境研究間聾

となる.

したがって.あるrlのもとで.環境イノベーションが実現したときの祉会的余剰は

げ-C-sM+wg-h" -誓 (`3叫
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となる.ここで, (in)と(30)から次式を得る.

jr,, <ォ;, <ォ.fa (・・{11

li.企勤ま・環境イノベーションによってもたらされる社会的余剰S雷)ではなく・独

i f棚l=塙を小捜してprtoiiイ*cott^H<;v」;;ミ'・J寸る・つよ・¥>. .i>v-よ訣&&hik<¥二する

ようにl:をsirめる.

"/'ミ} ;-. -k.　　　　　　　　　　　　　i:al

よって.企業は増資水準的叫J-)を選択する.こq)とき, Lll∈帆1)と(31)から.次a)負

件式を得る.

k{mt,j)く叫t.蝶当

したがって. (31)と(33)から次の捕逸を得る・

(33)

捕畠2特許制鹿のもとで環境技術開発が行われるとする.このとき.過小な社会的余剰

と.過小投責が実現する.したがって.特許制鹿のもとで環境研究開発が行われる場合に

紘.ファーストペストは達成できない.

4.3　特許制度下での研究開発選択

特許制度のもとで.通常研究開発が行われるとする.このときの企業の駒待総利潤は

V" -:僻耳誹'r一一一叶汀,)

-'(朝措->(t)　　　側
となる.

-/r.特許制度olもとで.現職研究儲預が行われるとする.このときの企禁oj即書経利

潤は

吋'- p(Hォ汀誹axa一叫flJrtf)

-p *蝣・筈))等-A-(筈)
となる.

ここで(14)より,与>牢から

i/A* ^ i.-Ai

となる.

wMsmsiiii日周鵜書の開脚zmm

命題1特許制度のもとでは.企業は項境研究開発よりも通常研究開発を選好する.

3m

36)
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5　分析:報奨金制度

柑奨金制度のもとでは,政府か研究聞発を成功した企業に報奨金を支払うかわりに.そ

のイノベーションはパブリック・ドメインとされる.ここで.イノベーションが/けlリ..ソ

ク・ドメインとされたときには.そ抄イノベーションを用いて<!-.慶される新製品の市場は

%全哉争となり.価格ゼロ,軌'<l =^u-tで榊礼.断裂晶を生産する各企業の利潤

はゼロとなる11.

また.政府は-Jt男か得たアイディアの環境被害特性t.を観察不可能なので.企業からf-

の報告を受けない限り.軸奨金の額rを√・に依存させることはできない.ただし,イノ

ベーションが実現した場合.それが通常イノベーションであるか.瑚蝿イノベーションで

あるかについては,政榔ま事後mこ観察可能であるとする.したがって本稿では, pに依

存しない単一の1-を各研究開発ごとに,政府があらかじめ公表するような報奨金制度を考

える_

5_1通常研究開発

あ<i r 'J)屯とて. Jl」-ili"< 'へ-シiJンせ目Jいた群w　　叫i"WUこよるimfi-iさsat総

I:重昭批i'A'tt.それぞれ

r12

<-v
/tf(e) - te

[-*?Rr

L瑚丁　軸理念,Wi下における通常研究HIft

したがって.あるE-のもとで.通常イノベーションが実現したときの社会的余剰は

曲-ォ・?-舶-甘車。
となる.

391
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ここで.通常イノベーションが実現したときに.政府が企業に董払う報奨金をr,一とす

る.このとき.報奨金IV,ォもとで.企業は次式を最大化するようによ:を決定する.

ii¥k-)r,. -.'.蝣 (4Lり

つまり.企業は投資水準H'n)を投資する.

政府は√を観察不可能であるために.蝣>蝣　を'に依存させることはできないT.よって.

ある>¥, wもとで0淵待社会惇/tは.押叫より

町伸神) - l>iHrn)) LF 拙舶{e)<]f - k中れ)

-榔月吐詳-Hrn)

となる・ただしここで. /(<・】はたU)確率密度関数であり.区間帆司においては仲)三吉

である.

こ〝,とき/'(/・)⊥享-絹ォik¥こする*・frk蝣{呈巨あることにn-.tr-1-ると. mi
は幸二IIJミ-.I吉'-サせ

-<÷I*":

と言脱することによってt¥'"lr¥
'蝣nV-")を広大rヒできることがわかる.
したがって戸く川)とき.(3)と(43)から,塊o)条件式を得る・

r雷・SだIHr)⇔olp--'lie十肝

⇔亡害t-y/lt一年

さらにこ0:)とき.叫=)は=>rlの糊口関数であることから.次式を得る.

・′・言,'蝣蝣ォ.人蝣I'I.11-人蝣(-i"w:.-:I

(43)

(441

(45)

/蝣"I　> I(/)とき.ド;:i:よ　　　-- <l　あ,Lために. .年式はF:純Ifc!Tと蝣X'.Ji'nnせず

〔*(サ蝣孟　-0).イノベーションが実現することはない.つまり.このときの祉会的余剰は

・L-nとなる.よ-・てこのとき. ( <'な一二,;*'.・..'・ォー　∴-u^.*^り.また.>/　ば

<f>=',".=Uとなる.

比上から.次の命題を得る.

補完3報醍金制度のもとで.通常研究開発が行われるとする.このとき.企業が得るア

イディアの環境影響特性の最大値百が.新製品の需要規模を示すパラメータ/・に対して

(i)古くtのとき.政府は通常イノペ-シヨンに対する報斐金を/蝣;. -止半と設定し,

企業が得たアイディアの環境影響特性(が

(a川くr <ト、/F市ならば.過小な社会的余剰と.過小投資が桒現する.
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(b)だ- I - V伸二市ならば.過小な社会的余剰と.最適投資が実現する.

(c) t- 、伸二市くE < Fならば.過小な社会的余剰と,過大投資が実現する.

(U)戸>_Iのとき.故府は通常イノベーションに対する報奨金をJ* - 0と設定し.企業

が得たアイディアの環境影響特性戸が

(a) oくf <亡ならば.過小な社会的余剰と.過小な投資(ゼE))が実現する.

0>) *≦f<百な引ぎ.最適な社会的余剰(ゼロ)と,最適な投資(ゼロ)が実現

p23

したがって.報集金制度のもとで通常研究開発が行われる場合には. f・と百がt以上であ

る場合に限り.つまり環境影響特性が十分大きい場合に限り,通常イノベーションに対す

る報糞金をゼE)にすることで.通常技術開発投資が行われないという意味でファーストペ

ストが達成できる.

5.2　環境研究開発

あるだDJもとで.環境イノベーションを用いた新軌aの市喝収引による消色畜余剰と総

局蝿I上1','fは.それぞれ

<-筈,
・''.'; - u

・4日

図円　報奨金制度下における現場研葡開発

である.

したがって.あるf・のもとで.瑚墳イノベーションが寒現したときの社会的余剰は

離cォ- 2

となる.

「IM
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ここで.環境イノベーションが実現したときに.政府が企業に支払う報奨金をr<iとす

る・こOJとき.紬奨金ryo)もとで,企業は次式を原大化するようにATを決定する・

ttp(k)rf4 - h

つまり・於巣は投資水準た(nxJを投資する・

/j.ある'・i->もとで州州;r?l二会!r-;よ.日削*')

ll'J'l/.一1 - "/叫…'.,!'<'-よ.!…...1

-刷n,誹ギーAtf。fy)

(4JII

となる.

このとき・紳専一柑駄叱する川可朝であることに脱すると・政舶報
墳金Iryを

・:ニラ-,`∴ご

と設定することによってt寸禁('蝣,)を最大化できることがわかる・

(32

補題4報奨金制度のもとで.環境研究開発が行われるとする.このとき.政府は環境イ

ノベーションに対する報奨金をrl -昔と設定し.ファーストペストが達成できる・

5.3　報奨金制度下での研究開発選択

軸奨金制度のもとで.通常研究開発が行われるとする.このときの企業の期待紐利潤は

V,?(rn) - pwrニ)K一帥・;,.)

-tI車軽))誓~碑)鵠(叫
となる.

一方.報奨金制度u)もとで.職場研究開発が行われるとする.こ0)ときoj企果U)総桐待

利潤は

げr,) - ap出<*>蝣;))>蝣; - *(什骨

-'(*(誓))等-,(筈)
となる.

したがって.次の関係式を得る.

1伽車禁<'-;) 令 rt宣誓

(54)

155)
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ただし.ここで'.1∈{().1)である.

I'X l-yJ/j^iよ; ;蝣'*くi-'j;a.題を・t'る.

命題2報奨金制度のもとでは,

(i) aく!デのとき′企業は環境研究開発よりも通常研究開発を選好する・

(サ) r, -字のとき,企業にとって環境研究開発と通常研究開鄭ま無差別となる・

(iii) ft >上手のとき,企業は通常研究開発よりも環境研究開発を遺好する.

6　政策的含意:制度選択

lTlT温1 J:'). 1,トl判:>!*)もとでは.かまは. lj叫ブW.*i7'i'-rイ>'0)¥¥i'i蛸;?一沖mトや仙

l¥>'＼--Jメ一二Lに!隻uォー　　　にiieiiWT-付jL:曙*¥Iうことに/t'J.したかって. IWfii、蝣l.f.i.i

制性を柁用した喝rォォl絹祉会v"'l三は

1

r

L

州

ヽ

1

.

㌔
l
一
-
ノ

M
E

l
り
旧
旧
相
は

-
〟

.
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し
〃
r

ニ

J
一

.
堤

tHHHHHH

⊥

ヽ
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.

ー

　

　

　

ノ

戸
了

J
H
相
川
Ⅶ
旧
は
1

-
〟

.
/
し

〃
一二

占R,午)f(c)de - A

A
,
I狗那

M
胤

ヽ
JI
E

′
(

り
1

・.L了t
た

I
r><;)

となる-ただしここで. f(e)はr寸の確率密度関数であり.区剛j司においてはI的三吉

L*.^!ト

また命題空より.報奨金制度のもとでは.企豊は.自身が得たアイディアd)現職影背特

性に関わらず.環境影群特性o)最大値百.新製品の需要増模を示すパラメータth.および通

常研究開発に対する環境研究開発の相対的困難性を示すパラメータ8閥の大小関係に依

fi'LT言It'iis'f-P・排.馴':'41削rain桔・Jjとち・丁,/>蝣・せiJこうことになる・したか-,てr-く午

のとき.政府が報奨金制度を採用した場合糾棚寺社会原生は.

鴫1 - m>-n)

-j,[k誓))吐詳-k撃　　(57)
である.ただし.このとき'l・∈肌11からe<Iが成立することに注意せよ.また

fl -:ミe j-ンはき. W榊ヾfmi馴!*」'採.:" Lr=八さ(†LOH!:W#l:r-ミI'ji'l-U.

'ftげい・;メ

-p[k笥控-k一男　　;58)
である.

以上からI l曹・町告1の大小関係について・図!)を得る・つま0. (叫と(57)よ
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M !l F附..I和合Iv'I- :礼拝Ifi'l噌ヽ・S.瑚=8ft!lsIIKE

り. n<竿のとき.次式を得る・

lv.M ≦ tげ. (59)

ただしここで.等号が成立するのはi3-圭の喝合に限られる・また.(56).(57)と(581

からcl>牢のとき.次式を得る・

・1-A/w*蛋w,ぎ≦吋t叫

ただしここで.2つ0捲軸洞岬に成立する0)はi亨=主かつ"・=圭の堀部こ限られる・

したがって.次の命趣を得る.

命題3企業が当初得るアイディアに確率的な環境影響特性が存在し.その特性とイノ

ベーションを実現するための研究闘う削こおける企業の選択について.政府が観察できない

場合には.特許制鹿よりも報奨金制度を採用することが社会的に望ましい.

了　結語

本桁の童献は.イノぺ-ションにおける特許制度と報奨金制度の効率性の9}桁を行って

いるSlmvel)札王id Ypersclゼ(2州1)モデルに,イノベーションによって新たに生じる環境

損害という負の外静性を埋人し.イノベーションにおける企業の環境行動が.制度によっ

てどojように動機づけられるのかについて　ft術をおこなったことにある.とりわけ本科

では.企業が得るアイディアに倍率的な環境iru轡特惟が存在し,その特性とイノベーショ

ンを実現するため0}研究開発における企業の選択について,政府が観察できないという城

i一ませil:"<亡した.そL-C.モン)ォ(.上トでは.とL;)よ・iJfcttl'-1&.4..i -W¥することか'蝣aよし

い0)かについて,ミクロ経済分析をおこなった.
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本K¥サ?.1た蝣l:.'」-なも1-.;Mil*, Jこく　・V.)ilSJりである.

特許制度を採用した場合.企熟ま常に通常研究開発を選択し.環境イノへ-ションは決

して実現しないことが明らかとなった(命抱1).これは.特許制度はイノベーターに,環

境掴割こは依存Lない一定の独占利潤を与えることになるため.環境研究関鰍こよる期待

稔利滑よりも.通常研究硝子削こよる期待総利潤が常に大きくなることに起因する.

蝣;/.軸唄馴抑flを描‖】したttjfi　か笠はI'iifiける叫′I=_壁敬の人′川場順に応じてiiBW

研究開発か瑠璃研究開発かを選択することになることが明らかとなった(命題2).これ

は　ttffcftBII'JL卜ては. Jセi-;サま政　　　としてW>三食甑をi.-'iVi!でisことに世l小「る. 11ゝ

巽o_)イ/ぺ-ションに関する情報を観察できなくとも.政け'41まその駒待値を考慮し.環境

イノぺ-ションと通瑠イノベーションの報奨金街に差をつけてやることで.より声上会的に

望ましい状況を嚢現する研究I静確を.企業に選択させることが可能となるからである.

そして最終的に.舞制畦o)下で実喝する朋待社会惇貨を考慮すると.常に.報奨金制度

は.特許制度以ヒのパフォーマンスをもつことが明らかとなった〔命題3).とりわけ.企

芸が得るアイディアの環境影響相性の実現馳周の大きさにかかわらず.報奨金制度が頑健

な優位性をもつことは興味深い結果である.

尉削こ残された課題について言放しておく.本稿では.イノベーションにおける企業の

環境行動机　イ/ペーシヨンを促進する制度によってとのように動機づけられるのかとい

う間過に焦点を絞ったために.政府がイノベーターに支払う報奨金の財源について考慮し

ていない.モデル上では,同一-社会の中の移転にしかすぎないために.効率性の観点から

は間組とならない机本稿を実践的な政韻研究として相国づける場合に紘.報奨金制度の

優位性を指示するだけではなく.その軸奨金のファイナンス方法も考慮する必要がある.

とりねこh im)呈三上h:でosatイノへ-シ三lン*. n-r-siii-L-dftく手^ミ翻:V'lて.-.鵡19-J-

る喝台には,報奨金のファイナンスにおいて先進国の国際協力も必要となろう.これらの

問題を考慮した上での環境イノベーションのインセンティブデザインも興味深い問題であ

り,これは今後の課題としたい.

注記

'"Rompr ( 1伽的】.

2持前糠Jj保讃桐伯】については. (】川HIT!れmd凱iniio (19'JU)やぐirnplli find Srll抽kuTOimi ( I'J99)屯と

がある・特許冊と累和的Rム・-fりこついては(1cLHM相川Sr亡ildin栂r ( 1995)やSdiaukcrrnan朋id Se.oKlminr

lm叫なとか輝けられる,また, ・PE進回と_確倍速L矧糾こおける拝辞樵の$51間掛こついては.亡'iwmi ami

Rodrik ( 1991 )やHelpman ll的3)が代滋的である.また発展途上「削こおける知的財産胤こについてのサーへ

I th七としてa. '/、fill洲=ト小ある.

軸lfivcll and Ypei髄|p (HIU9. 200りや後藤(2000)では.企葉の遊択間掛よ.イノベーションのための印
瑚姐埠距鞘tr・とれだけおこなうか.というi :*元qj輩択l出j増であった.また本城と同様の観点から.企讃ol選別

r即題を2攻rn&lLたLで.アイディアの特性を定数として.イノベーションの邪磐碗蝿を縄率電敬とした!JT脚こ

G打1-u{2ォ(]~:l JJ囁る・

`l本掛におHるiC碍研確聞葛と関崎肝矧榊確の貴鄭よニタ抑J;うに考えることt.できる.脚措研瑚開発は.軌し
いアイディアを鮎5Aヒするイノ.～-シIンd)みを追認するものであるrt'¥　環増研究開発は.新しいアイデ17を

.ヾ,-
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製品化するイノぺ-シヨ>.と.そ・j:>新製品帥1生産7UセスuJイノベーションを同時に追求するもtI)であると考え

・")1t-"j.例えは　rJコーit.蝣/'.'ンクーOi¥)l剛mn性龍をl蝣'・I I-」せろた¥!>. f,J亡ヰCOi)CISi?卜十- t:mな7J小事.Ll

柁トナーU)馳wヒーto榊して耶・jy耶モt?r-->と川l.'fl-.そv>'¥yi i_f.ル1研究間弓t. -.l-^ r.KJ蝿(ilF^I耶Eをfi- '

た.従来的ト十一生産古式では.小粒径トナーの生産は.七位襟トナーに比べてより多くォco2 nmw<良込ま

寸tていたか.月頃研亨印fけさによI). 'h粒手篭1-+-IfI堅IS,化と生壁工程における(~'0:川LL輔という瑚喝イノベー

ションを実現~している.

昌イノへ-ションには.旺掠tI)アイディアとは全く堪なる新原性on如け[デイアの研兜矧矧こ堪つぐ独立的

イノベーションと.克行アItイアを基盤とした橡続ア{デイア0)肝牡開発に基づく累柄的イノベーションがあ

ら.姐mイ/ヘ-ションJi・川いnvm&州叫(?.その覇懸Il`捕J'i"雌吋が肥肝蝣蝣)蝣*のrlL利和てふ'*サ-J.しかし窮

的町イノぺ-シヨンを開いた新刊品d}喝tT,その.IB酎fI]輔を峨府が把握するにあfzh.先行しているイノベー

ションを用いた製品<&,苗字要か蓉考になると考えら4Lる.つまり本稿のモデルでは.独立的なイノへ-ションとい

うよサi.累榊的1ノベ-シ三!ンfiSlitLTおJJ.此群HJ. 'Ifl榊二糾せ・Miwa}哩In"轍はt-wsi-r柁てJ--.ろもtJ7

0>. SirT臥Vi</>fB蝿吋':詩ffl削j:てはIlヾ恥ィ、 Ilftfeてムるとい・'l状汚亡を・描いている.

L]こ寺Iu.生産d噸界剖H]がゼロである企業が触数にTJ〒喝参入することを仮定しているからである.

丁翻抽＼.を観相蝣Tffiなら!I.に快riLした紺尽令r.`こ、I-II(< )に⊥・,丁>r-Aトべ1トか・Jt町・T惟てあ

ることに報意せ1.
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Incentive System for Enviromnei止al Innovation:

Rewards versus Intellectual Property Riglrts

Daisaku GOTO

COE Be慧ォardier. IDEC. Hir。aiiiuia Uuivtさrsify

l-R一日iagann叩1叫Higa只hi-li i roshitl ia 7:相補52!)

dgui・tぬhirCislii王Uft-U.批jp

Prior econoillit- anaiysi芦ol r・ヨWar・1 system and patent system have little attention

h in帥'Vatic)n re酔arC蝣Ji options and euviromnental externalities. Unlike those prior

anal.V離乳Ihis pa[間・ eX乱⊥1血tl只rf!WHl"tl syskm and patent sy舶　with　、nrtmue山Ill

extern止Iitv in the context of r蝕.etircli n蝣it!】 tl和とllkrn礼tivt浩: normal illnovation and

environmental iilnovation. This paper di虻ril北畠the followh咽: Under a pateilt町舶m.

tl把tun的mtav never prefers euviromaeutal himll融ion r朗tI肝di to uonnal hum;-・ration

rc-s組rch. On the 。fcher liand. under tbe reward :*v舶lli the innoヽ敬.tor will prefer to

eiivmratueulとIl i山地vatioii re脚inii imle撫蝶uvirotuueuuu damn酢s r弧gt・ is脚tflbcitmt

narrow. FiirthC蝣rruo肥Luis p叩er shows rew朗・d system is more血srrallle than patent

s紳t?l!l for euvh*'りnme】lital ii山ovati帆し




